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きな位置を占めているまた近年，人ロ・開発

・環境の相互関係に関するものも増えてきてい

るc

はじめに

こ0)よう：こミクロデータの分析の増加とテー

マの細分化という意味ては，国際的な人[1研究

の潮流に合わせてわが国の途上国人口研究は変

化してし＼るが，地理的な研究対象は柑変わらず

アジア｀特に中国が中心て脅急速な人17増加．

都市化， HIV拡散により国際的な注目を集め

ているサハラ以南のアフリカの研究は緒につい

たばかりてある。また，政策志向的なものが少

ないこともわが国における途上国人口研究の特

徴であろう。『アジア経済』記念特集・テーマ

編で「人口」を取りtげるのは今同が初めての

試みてあるため，以ドにおいては人口全般、出

牛，死亡，移動，その他（人口高齢化およひ人口

・開発・環境）のテーマに沿って， t要な文献

を幅広く紹介することにする。

本稿が対象とする1980年代後半以降、途1：国

人[1に関する研究がわが国でも急増しつつある。

そして，鼠的な変化だけでなく，質的な変化も

生じつつある。すなわち， 198(）年代までは途 1:

国令般ないしアジアといった特定の枇界地域を

対象とした，外国の文献に基つく総論的研究が

多かったし，実址研究としてはフィールド調在

ないしマクロ（集，寸）データに！よづくものか朽

fあった程度てあった。しかし，最近ではアメ

リカの国際開発庁の育金提供による「人口保健

淵行」 (DHS)やわか国の諸機関（たとえば，アン

ア人r1・開発協会）が実施したサンプル，凋脊の

データが利用可能になったことにより，特定の

国々に関するミクロ（個票）テータの実証分卜几 すてに占典ともはえる小林和正 [1984] ぱマ

1 人口全般

それも特定のテーマに絞ったも U)が増えてt1る クロテータ U)分析を中心としていたか囀坪内

このような細分化の傾向は，文献研究を含めた [1986] は主として文献研究に基づきつつもフ

遼上国人口研究全般について見られ，出生と移 ィールド調査の成果を取り人れている。これに

動に関するもの，人口高齢化に閃するものか｝く 対して．鈴木・大塚編 [1987］は主としてフィ
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ールド調行に韮づくものである。また， H本大

学人口研究所編 [1986]，趙fll済 [1989: もマ

クロデータによる実訛分析を含んでいるー】なお．

学術贅ではないが，途l：国を中心とする枇界の

人口に関する概説害として， ここ数年来、国連

人口某令(||］称：国連人口活動某金）の『lit界｝、

口白書』の日本語訳が出版され（国連人口基金

[1987-95]），途t国の最新の人[1情勢を明らか

にしている途上地域全般に関する学術軒と

しては小林・加藤編 [1993]かあり，加藤誇延

[1993]と大淵 [1993]の総論のほか，石 [1993]

のNIEs諸国，牧野 l1993]のラテンアメリカ｀

吉田良牛 [199:{]のアラブ地域，西川 [1993]

のイント．小島[199:{]のアフリカ，松下[1993]

のスリランカに関する各章から成る，'

各国の人口全般について概説した膚物として

は，中国に関するものが圧倒的に多い。まず若

林 [1989b] とい瀬編 [1992]か学げられるか，

後者には吊瀬 [1992a,1992b]の人ll変動と

結婚動向、若林 [1992b,1992c]の人口政策

と少数民朕， 大林 [1992] と黄栄清 [1992]の

人口統計評価，佐藤龍三郎 [1992b, 1992 c ] 

の出牛力変動と将来人口推it, t田 [1992]の

死亡力変動，秋吉[1992]の労働力，て好J992l

の識字，！1|俣 [1992a]の1990£f':センサスに閃

する各章が含まれている。また，統計を中心と

したものとして早瀬・川俣編 [1990,1991]か

あり，訳内では早瀬・モ編訳 [1994]かある。

このほか文献資料集として若林編・杉山監訳

[1992]，一般向けの書物として加藤千洋[1991」,

莫邦富[1992]，若林 [1994]かある。さらに嶋

小林•吉川編[1991]は石 [1991b] と畑井

[1991]の中国人口に関する各章を含む。

そのほかの各国別概況書としては，インドネ

人 11

シアについて鈴木編 [1988]，パプアニューギ

ニアについて鈴木・大塚編 [1990]がある，な

払各国の人口全般に関する論文ば紙幅の都

合で割愛するっ

II 出牛．

途 l：国の出生力を扱った潜物としては，河野

編 [1992] と河野・早瀬編 J994]がある＾前

者は河野 [1992]の展望，早瀬 [1992d]の総

論，佐藤龍て郎 l1992a]の生物）J1学的分析，

安蔵 ll9921の婚姻，大淵 [1992]の経済分析｀

小島 [1992]の出牛政策，坂井 [1992]の都市

化との関係，野田 [1992]の台湾の時系列分

祈，渡澄 [1992]0)H本のコーホート分析｀ l1| 

俣 [1992b]のデータに関する各章から成る。

後者はこれまでの統計資料シリーズと異なり，

DHSデータ().)実址分析を中心とする英文論文

集て‘，河野 [1994]の国際比較分析．佐藤龍三

郎 [1994]の近接要因と生物人口学的要因の分

析，安蔵 [1994b]のタイにおける結婚・出生

の分析，坂井 [1994]の世帯規模の分析｀早瀬

[1994]の女f教育の影響の分析，大淵 [1994]

の女了就業い影想恥の分析，小島 [1994b:のア

フリカ 6カ国におけるマスメディアの影曹の分

析， Uddin[1994]のバングラデシュに関する

分析，野田 [19917の台湾に関する時系列分析

U)各章がら成る。

そのほか， ASEAN諸国については高橋[1991],

NIEs諸国については津谷 [1991]o)論文があ

る。中国に？いては佐藤・西田 [1986]，佐藤・

林 [1987,1990]、苗栄清 [1991]，田豪 [1992],

早瀬 [1992C]，沈潔 [1994]，津谷 [1993,

1994 の研究がある。他の国々については，愈
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勲 [1987] と趙．洪・林 [1993] U)韓国， 五十

嵐 [19881O)イントネシ九西川 -1986, 1993] 

のインド，闘田 [1993]のバンクラデシュ，西

岡 [1988,1991]のメキシコ，藤田 [1994]のエ

ジプトに関する研究があるへまた，藤野］994」

の 1児麻労慟仮，i化に関する展望，倫文もあろ

他方，結婚力(nuptiality)を扱った菰文として

は前述のもののほか，安蔵 l}994a]のアシア

3カ国に関する研究があるまた，結婚力とと

もに出生力の近接要因を構成ずる出牛後の無月

経期間につしヽては絲坂 [1988lのインドネシア會

性交と流産の頻度については小島 -1991a -(}) 

タイに関する研究かあるこ

III 死亡

途卜国の死亡｝］を扱った鳥物としては各川

のマクロデータの分析から成ろ束南アシア研究

所 (ISEAS)編「1986] と， tとして統叶から成

る'fl・瀬編[1986]かある，，論文としては大塚柳jべ

郎「1989]o)概説0)ほか，勝野 1988, 1989]の

クロスナショナルなマクロテータの実，il［分析か

ある。各国別の分析としては前述のL田[1992J

の中国，西川 Î1989、1994：のイントと固辺l凡

前述の小島 [199,1alのタイに関ずる研究かあ

る。また，死亡0)近接要因てある吹病について

は荘・趙・滝澤 [1988lの台病，鈴木[19881 

のインドネシアに関する研究かあるハ

N 移動

途tlEIU)杯11'、J人I)移動を扱ったじ物としては

河澄編 1199l] かあり囀河澄• 1俎IUf’ji 19り］］ U)

総倫，鄭遠泳 I1991]の韓国囀渡辺「199ll d)タ
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イ，早瀬 □199(a)中国，相原 [1991]のペルー，

河邊•井 1:. [1991]の移動モテル，佐藤・河邊

[ 1991]の移動スケシュール、河邊 [1991；の

モテル移動字表，佐藤・相原 [1991]の移動統

壮｛こ閃する各敬から成る 3 また、河澄網)988]

も人口学的内容をもつ章を若干含むc さらに，

統，汁を中心としたものとしてはアジア経済研究

所統汁調査部編 [1989, 1990Jかある。訳内と

して日中地罪学会議編訳 [1992]かあり` 人口

学的内容をもつ章を含む，ー，

そU)ほか，東南アシア全般につ tヽ ては中西

ll994j U)研究中国については山岸 [1988]彎

加藤弘之ー1989, 1994]臀厳苦平[1989~ ，若林

[1990a, 1991, 1992a~, 石 )991a:、倉田・

麻 [1992-，前田 [1993- d)研究かある， 1也(!)

国々につ¥}てふ韓柱成 [1989〕の韓国，谷・

田t[1986］，且飼 [1993Jのフィリピン｀福

井 L1987]，山形：1989:，渡辺 l1988]のタイ，

平戸 L1988:， 岸 [1990]のマレーシア， 笠井

[198応小野：1987-(/）イントネシア，嵯峨邪

[1986，のイント，小林Il;^夫 □1992: のネ l 一ヽ

9レ，佐藤克彦 [1988:、店田 [1986,1993, 1994] 

U)エシプトに関ずる研究かある

他 }j、国際人口移動についてアシアを中心に

扱ったものては曹 Lり物として大塚友芙 □1993]，

詞文として竹田 -199［かある。そJ)ほか，片

林/199(） bー，早瀬 J993b:の中鳳 Ostena

[19941 u)在日フィリピン女性，前述の古田良

生 [199:3]の中束に関する研究かある，

v そリ）他

人1l rOi齢化につし；て途 l山且仕l(J)みを扱った内

物はなt;か、浜[1 •坂田編 [1gg2] には，閥岡



1995080239.TIF

[1992]のアジア全般，店田 [1992] の現代エシ

プトに関する各章のほか，途上国の人口高齢化

に触れたものか店「含まれているこ途卜.国全般

については小島：1989]，アジア全般につし口：

は小川 [1988] の研究がある。そのほか，岡綺

[19881, 黒田 [1988]．吉田成良 )988:，若林

[1989a]，早瀬 [1993a]の中国西岡 [1992]

のメキシコに関する研究かある。

他jj．人ロ・開発・環境の相互関係を論した

ものとして、，り物では毎日新聞社編 [1989],

論文では勝俣 [1991＼大塚友芙 l1992]，小川

[1992]， 大田 [199-1］，張紀；令 [1994'. かある-

また．地球サミ ••J 卜かあった 1992年：こは，国連

人口基金 [1992] （国連人口某金の：芦人1]と環境』

の日本語訳）や，『厚'tの指標』糾集部編[1992: 

（「地球環境と人11」に関する特集）のような概説

書類も出されたさらに，途J_:l月における人口

と環境の関係についての研究の試みとして厚~t

省人口問題研究所編 □19947 か挙けられる"

〔文献リスト〕

相原好江

19りI Iペルーの人口移動 j 河澄糾 []99l:．

秋吉祐 f:

1992 

109-l:l8. 

「中国の経済体制改革以降の労働力と就

哭の構辿的変化一 早瀬細 )992_ : 17;'i 

201. 

アジア経済研究所統叶調脊部編

1990 『年齢別移動統けと移動パターン―-ll

本，韓凪タイにおけるロシャースモテ

ルの適用』（統，i+Yt料シリーズ51) アシ

ア経済研究所，

1989 『発展途 1」“k]における都rli人口規模U)分

人 Il 

安蔵伸治

1994 a ―晩婚化・晩産化・少産化の因果構造一一

アシア 3ヶ国の DHSテータによる実証

研究」韮政経論叢』［明治大学•62(4-5-6)

199.:J. 3 : 87 -126. 

1994 b "¥1arriage and Reproductive Behavior 

in Thailand.’' 河野・早瀬糾 )994]:

48-73. 

1992 「婚姻に関する人口学的研究動向ー河野

編：1992]: 101-117. 
ム1ヽ嵐忠孝

1988 1西シャワ・プリアガン地方のスンダ）、

石南國

農民社会における早婚・多産の文化・社

会的背景 『東南アンア研究』 25(4)

1988. 3 : 593-624. 

1993 -アジア新興丁．業国群の成功と人［］要因ー

小林・加藤編 fl993]: 16 40. 

)991 a I中国の人口都市化と人口移動(1)」『城

西大学大学院研究年報』 (7) 1991.3. 

57-63. 

1991 b 「中国人l]の分析」小林•吉田編 [1991-: 

1 1 3 -1 4 4. 

上田耕一――

1992 中国の死亡力変動とその要因｝早瀬編

大田弘 f

1994 

大塚友芙

)9!-12] : 117-171. 

ーく人［1-経済発展・環境＞のトライア

ングル」（特集． Iit界と日本J)）¥.11問題

経済発展と環境との調和を求めて）

]調粁報告-［日本経済調査協議会］ （1） 

199,4.9: 12-50. 

199：しi ?国際労慟移動の政治経済学 税務紆即

協会．

l992 アシア語国におけろ経済間発・人11増

h11・環境破壊 『日本大学人文科学研究

介り（統，，t賓料シリーズ52) アンア経済 所紀悶 (4'.l) 1992 : 207 222. 

研究所． 大塚柳太郎

239 



1995080240.TIF

1989 「途 1国における健康と 't{｛」『からた

の科学』 (1-40) 1989: 18・21. 

大林千ー，

1992 「中国の人Il静態統壮の評価」 1,1一瀬編

[ l!J!l2 I : fi l -92. 

大淵寛

1994 "Women's Employment and Fertility 

枷 aths."『人「］学研究』 (12) 1989.5: 

1-10. 

1988 「PM!による発展途 l：諸国の死亡力推

壮」『人口学研究』 (JI) 1988.5: 43-57. 

勝俣誠

1991 「地球環境と人口問題~ー南北問題の視

!,'iから」し＝行政竹郎』 42(3) 1991. 9 : 10-

Cases of Three Asian Developing 16. 

Countries.＂河野・早瀬組 [1994]: 112 加藤千[(.

l 3 2. 1991 『中1月0) 「一人） f政策」 現状と将

l993 「り］．．侃界の人11成Kと舒済発展」小林 来』岩波内い］．

•加藤糾 [1993] : J:B-1°19. 加藤評延

1992 「i|1牛｝］の経済分析に閃する即，，繭fl’j号 19団 「現代間界i))人口問題と第プ出界 小林

寮 1河野糾 [1992::1!9144. • hn藤編 [1993 . 1-•15. 

岡崎陽一・

1988 「中l.llにおける人II・労働力d)刹齢化と

小川頂宏

その，消問題 J ~年金と府用" 7(:{) 1988. 

12 : 2,1-10. 

1992 「アシアにおける人Il変動と舒済成長

――地球温暖化防l|・.の視、9ばから」『季刊

環境研究』 (86) 1992.6: 135-142. 

1988 -人II閻齢化の国腔比較ーアシアを中

小野敬（ユ

心として 1 『絲齢化ti会り翁；l 糾集委員

会編〗絲齢化社会年鑑 ‘88~8見新時

f~H: 21 :10. 

1987 「インドネシアの移住政策」アシア人II 

・開発協会編『東南アシア諸国等人ロ・開

発基礎，凋介報告内 インドネシア11l,

32 38, 

笠井象

1988 "Remittances of Out-Migrants to Their 

Original Families: Evidence from Two 

Indonesian Village,;." 『人II学研化

加藤弘，こ

1994 「農村L業化・都市化と人口流動

1980年代中国の経験」中兼和津次編『講

庁現代アジア 2 近代化と構造変動』

中点大学出版会、 141-167.

1989 「中国における都市化と流動人11」『ア

ジア交流』 (54) 1989. 7 : :H9. 

泊I澄宏

1991 「モデル人11移動辛表」河澄糾 [El9l]:

209-228. 

河遺宏•井上孝

1991 '人口移動モテル 河澄編 [1991]:1:~9-

1 7{). 

河遵宏・ 1黄鴫清ぷ

1991 「人口移動と年齢，移動理由」河遣編

1991] : 3-2:l. 

河邊宏紺

1991 『発展途上国の人口移動』アジア経済研

究所．

1988 『発展途 tlLlU)者1;I Jiシステム 1 アシア経

済研究所．

(11) 1988.5 : lfdO. Ill俣青 J?

勝野真人 1992 a 「中国1990年人llセンサスの概要」早瀬

1989 "On the Relationship between Mor- 編 [1992]: 30:3-327. 

tality I心velsand Agc l)Iゞtributionsof 199::'b 1発展途 l:II]：こわける出生）J，J乱任と出牛
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}、 11

統，it賓料一ー人！」センサスを中心にして」 財団／、世界の動き社．

河野編 fI992;: 257 287. 小島宏

岸智f

1990 「人口集中の要因分析 ~1 半島マレーシ

アの例 『て田経済学研究』 (37) 199(）． 

11 : 1-13. 

介田和四生・高魏

1992 「現代中国の人口問題と北京の人「1移動」

黒田俊夫

『社会学部紀要』「関西学院大学l(65J 

1992. 3 : 67 -89. 

1988 「中国高齢化の基本問題」『年金と雇用』

7(]) 1988.12: 4 23. 

!？牛省人口問題研究所編

1991I 『開発途卜国における人Ii増加が地球環

境問閣に及ほす影轡に関するf備的研究

報告内』（研究資料第281号）．

『厚生の指標し・編集部編

1992 「特集：地球環境と人11 『F}牛の指棟a!

39 (1 3) 1 99 2. l l : 3 64. 

1994 a「タイ人口保随調査こ某づく人ロ・環境
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